
 

 
 
 
 
 
 
 

～「国産野菜シェア奪還プロジェクト」を立ち上げます！～ 
 

農林水産省は、食料安全保障の観点から野菜の国産シェアを奪還することを目指しています。この度、
国産野菜の周年安定供給体制を確立するため、国産野菜の活用拡大に取り組む意欲のあるサプライチェ
ーンの各段階（生産、流通、実需等）の関係者に一堂にご参集いただき、生産から販売までの各プレー
ヤーが連携した取組等を推進する「国産野菜シェア奪還プロジェクト」を立ち上げます。 

併せて、プロジェクトを推進する協議会を設立することとし、その会員を募集しています。 

1.趣旨 
日本で消費される野菜は、約 6 割が加工・業務用であり、そのうちの 3 割程度が輸入に占められて

いる状況にあります。 
農林水産省では、海外調達の不安定化によるリスク軽減のため、加工・業務用を中心とした国産野菜

の生産、供給に関わる事業者の経営安定化等を通じ、国産野菜の活用拡大を図る「国産野菜シェア奪還
プロジェクト」を立ち上げることとしました。 

このプロジェクトを推進するには、国産野菜の活用拡大のカギとなる安定した供給・品質等を確保す
るため、生産、供給に関わる事業者が結びついたサプライチェーンを構築し、具体的な取組を進めてい
くことが必要です。 

このため、国産野菜の活用拡大に取り組む意欲のあるサプライチェーンの各段階の関係者からなる全
国活動組織である「国産野菜シェア奪還プロジェクト推進協議会」（以下「協議会」）を設立します。 
 
2.協議会への会員登録 

協議会の設立趣旨に賛同し、会員となることを希望する方を募集します。希望する方は以下の URL
から会員登録をお願いします。 

なお、特に参加に当たっての要件は設けておりませんが、例えば、加工・業務用を中心として国産野
菜の生産拡大に取り組みたい、国産野菜の取扱いを増大させたい、契約取引の拡大やデータ連携等の導
入により国産野菜の安定的な生産・供給を図りたい、国産野菜の消費拡大の取組を進めたい生産者、実
需者、関係団体等の方々を協議会員として想定しています。 

農林水産省ＨＰ⇒ https://www.maff.go.jp/j/seisan/ryutu/engei/kokusan_shea_dakkan.html 
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地域と農政を結ぶ 
埼玉地域情報ネットワーク 



 

 

 

農林水産省関東農政局埼玉県拠点は、①農政を現場に伝える②現場の声を汲み上げる③現場と

共に解決することを使命として日々活動しており、埼玉県の農政全般に関する総合窓口です。 

令和６年度の埼玉県拠点地方参事官室職員をご紹介します。 

 

 
関東農政局埼玉県拠点 令和６年度の地区担当者をご紹介！ 

編集：関東農政局 埼玉県拠点 

〒330-9722 さいたま市中央区新都心 2-1 さいたま新都心合同庁舎２号館 

 TEL 048-740-5835 

 ＜関東農政局ＨＰ＞ http://www.maff.go.jp/kanto/ 
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 地方参事官 
（埼玉県担当） 

＜ご挨拶＞ 

○ 地方参事官（埼玉県担当）筒浦 良昌（つつうら よしまさ）と

申します。 

○ 私ども関東農政局埼玉県拠点は、農業者の方を始め、関係機

関・団体の皆様のもとに訪れ、農林水産省の政策や各種事業の情

報を提供するとともに、ご意見・ご要望を伺って参りました。 

これからも、皆様方との信頼関係の構築に努力し、生の声を汲

み上げ、各種政策に活かせるよう奮闘して参ります。今年度は、

埼玉県を東西２地区に分け、それぞれの地区担当者を下図のとお

り配置しておりますので、よろしくお願いいたします。 

 


